
  

１．平成23年3月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無  
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  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  8,769  △2.0  179  －  616  －  421  －

22年３月期第１四半期  8,947  △25.7  △855  －  △499  －  △788  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  12  92  －  －

22年３月期第１四半期  △24  16  －  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  34,839  18,014  49.5  528  10

22年３月期  37,795  18,715  47.4  549  32

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 17,232百万円     22年３月期 17,924百万円

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期 －  － 7 00 － － 7 00  14  00

23年３月期 －  －

23年３月期（予想） 7 00 － － 7 00  14  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  18,000  △5.6  100  －  900  －  700  －  21  45

通期  42,000  3.6  1,500  －  3,000  －  2,500  －  76  61



４．その他（詳細は、［添付資料］P.3「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規 ― 社 （社名                       ） 、除外 ― 社  （社名                       ） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日において入手可能な情報および合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因によって異なる可能性があります。   

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 32,789,400株 22年３月期 32,789,400株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 158,799株 22年３月期 158,557株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 32,630,762株 22年３月期１Ｑ 32,631,364株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期におけるわが国経済は、新興国の高成長等海外経済の改善を背景に緩やかに回復しつつありました

が、国内民間需要については、雇用・所得環境が引き続き厳しい状況にあったほか、設備投資は持ち直しに転じつ

つあるものの、設備過剰感が根強いことから緩やかな持ち直しにとどまっておりました。 

 このような環境の中、情報サービス業界では売上高の減少は継続しており、ソフトウェア開発、プログラム作成

は、受注ソフトウェアの一部を除き、全体として減少傾向が続いております。このような厳しい業況の中で、計算

事務等情報処理は僅かながら増加に転じております。 

 証券業界におきましては、欧州の信用不安の広がりによる欧州株価の下落を主因とした証券市場の不振等から厳

しい状況が継続しております。 

 このような状況の下、当社グループでは平成25年３月期を最終年度とする第２次中期経営計画を策定し、当第１

四半期より同計画に基づいた施策の実践を開始いたしました。 

 同計画では、  

 ① 経営改革を支援するビジネス・イノベーション・サービス（ＢＩＳ）のお客様への提供  

 ② 「品質」「コスト」「スピード」をモットーに、お客様満足度の最大化  

 ③ 経営の効率化を図り、幅広いビジネスパートナーと柔軟に協業することで、継続的な成長の実現  

を基本方針とし、確実な黒字転換を達成するとともに、最終年度（平成25年３月期）売上高50,000百万円、営業利

益3,500百万円を目指すべく、さらなる事業拡大と生産性向上・品質改善ならびに経営効率の向上・体質の強化に

注力をしてまいります。  

  

 こうした中、当第１四半期の売上高は8,769百万円（前年同期比2.0％減）となりましたが、コスト構造の変革・

圧縮等経営努力の継続により利益面では営業利益179百万円（前年同期は営業損失855百万円）、経常利益616百万

円（前年同期は経常損失499百万円）、四半期純利益421百万円（前年同期は四半期純損失788百万円）となりまし

た。 

  

 各セグメント別の売上高は次のとおりであります。  

（注）より実態を把握しやすくするために、セグメント名称の証券事務管理事業を業務サービス事業に変更いたし

ました。会計上の集計方法に変更はありません。 

  

 情報サービス全体としては、ＩＴ投資抑制により受注および売上は厳しい業況が継続しております。情報サービ

ス事業では各分野での大型受注・成約までにはいたらず、特に主力の証券業界では経営の厳しい状況での受注の期

ずれ等により、3,945百万円（前年同期比7.9％減）となりました。ソフトウェア開発事業は、金融分野および公共

分野でのソフトウェア開発事業が貢献し、3,242百万円（前年同期比5.3％増）となりました。システム販売事業

は、付加価値の高い選別受注を継続した結果、429百万円（前年同期比24.2％増）となりました。 

 業務サービス事業では、支店機能および配送業務の提供サービスの見直し（外部配送業者の活用）等経費削減に

努めたものの、有価証券周辺業務の取扱量の減少により、647百万円（前年同期比24.9％減）となり、証券代行事

業は、サービスの拡充や臨時業務への対応により、504百万円（前年同期比33.8％増）となりました。   

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期末における総資産は34,839百万円となり、前連結会計年度末と比較して2,956百万円減少いたしま

した。資産の部では、流動資産は15,153百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,492百万円減少いたしまし

た。これは主に受取手形及び売掛金2,379百万円の減少等であります。  

 また、固定資産は19,685百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,463百万円減少いたしました。これは主

に投資有価証券1,197百万円の減少であります。  

 負債の部では、流動負債は7,505百万円となり、前連結会計年度末と比較して778百万円減少いたしました。これ

は主に支払手形及び買掛金1,106百万円の減少等であります。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

セグメント 区  分 売 上 高 

 情報サービス事業 

 情報サービス事業 3,945百万円 

 ソフトウェア開発事業 3,242百万円 

 システム販売事業 429百万円 

 業務サービス・ 

証券代行事業 

 業務サービス事業 647百万円 

 証券代行事業 504百万円 

  合  計 8,769百万円 
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 また、固定負債は9,319百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,470百万円減少いたしました。これは主に

長期借入金640百万円の減少等であります。  

 純資産の部では、その他有価証券評価差額金の減少により純資産合計は18,014百万円となり、前連結会計年度末

と比較して700百万円減少いたしました。  

 この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の47.4%から49.5%となり2.1ポイント改善いたしました。  

  

（連結キャッシュ・フローの状況） 

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、5,413百万円と

なりました。 

 営業活動の結果獲得した資金は1,712百万円（前年同期は1,003百万円の獲得）となりました。これは主に売上債

権の減少2,379百万円によるものであります。 

 投資活動の結果使用した資金は223百万円（前年同期は1,091百万円の使用）となりました。これは主にソフトウ

エアの取得による支出228百万円によるものであります。 

 財務活動の結果使用した資金は921百万円（前年同期は906百万円の使用）となりました。これは主に長期借入金

の返済による支出615百万円によるものであります。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 業績予想につきましては、平成22年５月11日に公表いたしました業績予想に変更はありません。 

 （注）業績予想につきましては、発表日現在入手可能な情報に基づき、当社が判断したものであります。 

    また、実際の業績は、さまざまな要因により本業績とは異なる結果となり得ることがあります。  

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理  

・たな卸資産の評価方法  

 当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算定に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸

高を基礎として、合理的な方法により算定する方法を主としております。 

  

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

・税金費用の計算  

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 会計処理基準に関する事項の変更  

・資産除去債務に関する会計基準の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。 

これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ1百万円減少しており、税金等調整前四半期純利益は79百万

円減少しております。 

  

・「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用  

当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公

表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10

日）を適用しております。 

 これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

  

２．その他の情報
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・企業結合に関する会計基準等の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26

日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に

係る会計基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」

（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年

12月26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指

針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。 

   

② 表示方法の変更 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の

適用により、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しておりま

す。  
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,362 4,794

受取手形及び売掛金 6,380 8,759

有価証券 65 66

商品及び製品 308 147

仕掛品 857 760

原材料及び貯蔵品 86 110

繰延税金資産 521 520

その他 1,588 1,515

貸倒引当金 △16 △29

流動資産合計 15,153 16,646

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,958 2,017

機械装置及び運搬具（純額） 3 3

工具、器具及び備品（純額） 441 471

土地 373 373

リース資産（純額） 940 967

有形固定資産合計 3,716 3,834

無形固定資産   

ソフトウエア 2,585 2,891

ソフトウエア仮勘定 836 588

その他 87 87

無形固定資産合計 3,509 3,566

投資その他の資産   

投資有価証券 8,715 9,912

差入保証金 2,083 2,183

繰延税金資産 1,440 1,416

その他 318 322

貸倒引当金 △99 △85

投資その他の資産合計 12,458 13,747

固定資産合計 19,685 21,149

資産合計 34,839 37,795
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,576 2,683

短期借入金 1,395 1,370

未払法人税等 83 203

賞与引当金 347 793

プログラム補修引当金 6 19

受注損失引当金 98 162

その他 3,997 3,052

流動負債合計 7,505 8,284

固定負債   

長期借入金 1,650 2,290

繰延税金負債 552 830

退職給付引当金 4,101 4,127

役員退職慰労引当金 238 240

負ののれん 1,739 2,087

その他 1,036 1,212

固定負債合計 9,319 10,789

特別法上の準備金   

金融商品取引責任準備金 － 6

特別法上の準備金合計 － 6

負債合計 16,824 19,080

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,000 3,000

資本剰余金 12,213 12,213

利益剰余金 2,926 2,733

自己株式 △112 △112

株主資本合計 18,027 17,834

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △795 90

評価・換算差額等合計 △795 90

少数株主持分 782 790

純資産合計 18,014 18,715

負債純資産合計 34,839 37,795
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 8,947 8,769

売上原価 7,599 6,861

売上総利益 1,348 1,908

販売費及び一般管理費 2,204 1,729

営業利益又は営業損失（△） △855 179

営業外収益   

受取利息 4 2

受取配当金 49 88

負ののれん償却額 345 344

その他 30 26

営業外収益合計 429 461

営業外費用   

支払利息 26 20

持分法による投資損失 41 2

その他 6 0

営業外費用合計 74 23

経常利益又は経常損失（△） △499 616

特別利益   

持分変動利益 7 －

役員賞与引当金戻入額 6 －

負ののれん取崩益 － 2

金融商品取引責任準備金戻入 － 6

その他 11 0

特別利益合計 25 10

特別損失   

固定資産処分損 1 －

投資有価証券評価損 90 20

本社移転費用 178 －

事務所移転費用 － 46

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 77

その他 0 0

特別損失合計 270 144

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△744 482

法人税等 44 59

少数株主損益調整前四半期純利益 － 422

少数株主利益又は少数株主損失（△） △0 1

四半期純利益又は四半期純損失（△） △788 421
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△744 482

減価償却費 603 535

負ののれん償却額 △345 △344

売上債権の増減額（△は増加） 3,856 2,379

たな卸資産の増減額（△は増加） △707 △233

仕入債務の増減額（△は減少） △850 △1,106

販売用ソフトウェア(仮勘定含む)への投資額 △41 △117

賞与引当金の増減額（△は減少） △492 △445

その他 △7 660

小計 1,271 1,810

利息及び配当金の受取額 58 94

利息の支払額 △46 △33

法人税等の支払額 △279 △158

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,003 1,712

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △620 △18

ソフトウエアの取得による支出 △390 △228

その他 △79 24

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,091 △223

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △640 △615

配当金の支払額 △228 △228

その他 △37 △77

財務活動によるキャッシュ・フロー △906 △921

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △994 568

現金及び現金同等物の期首残高 9,228 4,845

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,234 5,413
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 該当事項はありません。   

  

 該当事項はありません。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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